
本釣をどがあげ られる｡大入島の漁業は小規模であり,それに加えて後継者不足で島の漁業は衰

退の一途をたどっている｡ その上約 1KDつ対岸にある興人パルプ工場の廃液による公害問題が起

こっておD,真珠養殖や-マテ養殖はその漁場を廃液の影響のない水域に移 している現状である0

また佐伯市以外の地域か ら出て佐伯湾で漁業活動を行なっている町 としては鶴見町と上浦町が

あるが,上浦町は漁村 とは名ばか りで漁船の隻数 も少な く,沿岸漁業は労働力不足で潰滅寸前に

ある. しか し鶴見町では比較的漁業が盛んに行覆われており,漁業従事者は全就業者の31.5帝

を占めている｡漁業形態としては,旋網 ●巾着網 ･曳網 ･小型機船底曳網 ･一本約 ･延縄 ･突棒

漁業をどが普及 している｡

漁業の近代化の波にの9遅れた ことや,魚の乱獲による漁業資源の欠乏によD,沿岸漁業の衰

退は著 しい｡ この対策 として真珠 ･-マチ ･カキ等の養殖が行覆われている｡真珠養殖は気候温

和に して波静かを鶴見半島の諸入江で,-マチ養殖は リアス式海岸地形と種苗の確保 ･飼料の入

手をどの好条件に恵まれた鶴見町の沖松浦 ･有明海 ･羽出浦で行覆われている｡また-マチのほ

か,タイが鶴見町で, ワカメ･ノ1)が上浦町で養殖されている｡ 更に佐伯湾北部の上浦町津井に

は,瀬戸内海栽培漁業センターや大分県水産試験場があり,養殖漁業の発展に貢献 している｡

この ように養殖業が盛んに在るにつれ,佐伯市にある興人佐伯工場か ら放出される廃液被害が

問題に在っている｡大入島の石間部落では,岸壁Tiでも暗黒色に染まっており一種独特の臭気が

鼻をつ く.そのため島の南岸では漁業はいっさいできを くなり,また赤線区域 といって見や磯草

の生育が全 くみ られ覆い区域の存在 もみとめ られる｡ しか しこの ようを被害は局部に限 られ,全

体として漁獲高は近年の価格の上昇のため.かえって多くをっているという｡ とはい うものの漁

業資源に食生活の依存度が高まっている近年,一時でも早 く養殖可能を佐伯湾が よみがえること

が望まれる｡

また大分県による魚介類の大増殖海域の設定や,輪採制を行をう夜どの海面管理機構の設置が

をされ,資源の効率的を利用が図られている｡
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の4市町である. 相模川左岸に発達する洪陳台地を総称 して相模野 と呼び,乏水性の故に開発が遅

れたこと,そ して相模野の北半部にあたる相模原市が今 日,工場 ･住宅地として都市化が進められ

ていることは一般に知られている.本地域は東半部が相模野で,西半部は相模川沖穣低地で,台地

を刻む′ト河川の谷底平野と相模川沖積低地では古くよb水田化され,農業が行をわれてさてお9,

大正期頃からは本地域の中南部を中心に施設園芸や養豚をどの技術を積極的に導入し,近郊農業と

しての経営基盤を確立してきた地域である∩北部の相模原市や南部の藤沢 ･茅ヶ崎 ･平塚などの都

市が京浜地域の延長 として都市化されてきたのに対し,本地域は近年までむしろ純農村的であった

といえる｡そ してそのようを地域であった故に昭和30年代に経済高度成長期に入ってから受けた

影響は急激で著しいものであった｡本論文では昭和35年と45年の10年間に農業を中心として,本地域

がどのような変貌をとげてきたかを考察した｡

農業は経営耕地面積,収穫面積をみると昭和35年をピークに減少 し,農家数 ･農家率はそれ以

前か ら減少の傾向にあったが,35年を境に著 しく減少 してきている｡それでも昭和45年の数値

をみると神奈川県とい う範囲に限ると農家率 ･経営耕地規模ともに大きいといえる｡経営内容では

西部の水田率の高い部分をのぞ̀ くと,施設園芸,野菜,酪農,妻豚,鶏をど多種で異種経営混在的

傾向にある｡ これらの部門は都市近郊 という点を生か した経営であったが,昭和 35年頃から京浜

地域の過密化によ9本地域-の転入人 口,工場が急激に増加し,東京から40- 50恥,横浜から

20t血という位置は農業にとってマイナスの要因として働 くことの方が多くをってきた｡農業と他

産業との収入差,高地価は農業意欲を減退させ,本地域の農業は都市空間として緑地的意味をもち,

土地 ･資本集約的経営部門だけが存続する程度にまで縮′トすることも考え られる｡

繰 D返 してい うと,本地域は京浜や湘南地域そ して相模原市をどの諸都市の介在地的な位置にあ

って,近年まで農村的色彩が濃 く,都市化のスター トが遅れてきた地域であ9,それ故成長期に入

ってからは京浜地域の過密化によb住宅 ･工場が転入し,従来本地域の経済の基幹であった農業が

衰退 し,大きく変貌をとげつつある地域である｡ 第四章の地域区分は第二 ･三章の考察をふまえ,

産業人口指数 (第一次産業人口を100として)によって本地城を農業的色彩の濃い部分と都市化

が比較的進んでいる部分とに区分した ものであるが,この結果は京浜地域 との時間的距離をよく反

映 してお9,本地域が現在から将来に向って京浜地域の住宅地･･ベッドタウンとして都市化されつ

つあることを示しているといえよう｡
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